
4ステップ構成で，主体的・対話的で
深い学びとなる授業を実現

3つの特色を
具現化する
ための工夫
1

1項目4ページ構成は，
教える内容を増やすため
ではなく，4ステップを
効果的に進めるための改
訂です。

　新学習指導要領で求められている
主体的・対話的で深い学びとなる授業
の実現を目指して，授業の流れを分か
りやすく4ステップ構成にしました。
　
　また，本文ページを開かずに課題
発見の ステップ 1 に取り組めるように，
現行本の1項目2ページ構成を1項目
4ページ構成に変更しました。

1 32 4

▲2年度「新しい保健 5・6年」p.29

▲2年度「新しい保健 5・6年」p.29 ▲2年度「新しい保健 5・6年」p.30-31 ▲2年度「新しい保健 5・6年」p.32

▲平成27年度 「新編 新しい保健 5・6年」p.18-19

● 現行本（1項目2ページ構成）

● 2年度版（1項目4ページ構成）

4ステップ構成でどのよう
に変わったか，同じ項目で
比べてみましょう。

●1単元4ページ構成

1項目の基本構成

健康についての課題に気づいたり，
課題を見つけたりする活動です。気づく・見つける

ステップ 1

ここまで学習したことをもとに考え，
筋道を立てて説明をする活動です。深

ふか

める・伝
つた

える
ステップ 3

学習したことをまとめ，自分の生活
や今後の学習に生かすため活動です。
保健の見方・考え方を整理する場で
もあります。

まとめる・生かす
ステップ 4

学習の課題を確かめます。キャラク
ターの発言で，課題の解決に向けた
学習の見通しをもつことができます。

が く かしゅう だ い

?

右上の図で学習の進め方を確認し，
授業の見通しをもちます。

がく すすしゅう

ステップ2の活動や資料をもとにして，
課題を解決します。本文

課題の解決に向けて，情報を集めたり，
調べたり，話し合ったりする活動です。調

しら

べる・解
かい

決
けつ

する
ステップ 2
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原寸大

原寸大の
ページはこちら

学習の進め方を
確認する。

授業の見通
しをもつ

健康についての課題に気づいた
り，課題を見つけたりする。
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▲2年度「新しい保健 5・6年」p.31▲2年度「新しい保健 5・6年」p.30

ステップ2の活動や資料をもとにして，課題を解決する。

課題の解決に向けた学習の見通しをもつ。

学習の課題を確かめる。

課題の解決に向けて，情報を集めたり，
調べたり，話し合ったりする。

ここまで学習した
ことをもとに考え，
筋道を立てて説明
をする。
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▲2年度「新しい保健 5・6年」p.32

ステップ 1

右ページに配置して
いるので，次ページ
以降の「学習の課題」
や本文を読まずに課
題発見の活動に取り
組むことができます。

▲3・4年p.25

▲3・4年p.11

▲5・6年p.21 ▲5・6年p.49

次ページの「学習の
課題」につながる端
的な発問

思考を助けるキャラ
クターの言葉

日常生活を想起させ，
児童の興味・関心を引
き出するダイナミック
な写真や分かりやすい
イラスト

児童の気づきを大切に
した記入欄

学習したことをまとめ，自分の生活や今後の学習に生かす。
保健の見方・考え方を整理する。

「気づく・見つける」の特徴
健康についての課題に気づいたり，
課題を見つけたりする活動です。
主体的な学びを実現します。

「学習の課題」を示す前に，
簡単な導入の活動を行う
ことが多い保健の授業の
実態に合わせて新設しま
した。活動時間は，5分
程度を想定しています。
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▲5・6年p.35

▲5・6年p.15

▲5・6年p.31　　　

▲3・4年p.17
▲3・4年p.13

▲3・4年p.16

▲3・4年p.28-29

▲5・6年p.30 ▲5・6年p.10

図版や写真，実験結果，データなど，
さまざまな情報から考える。

考えたことを，書いたり発表したり
して伝え合う。〈対話的な学び〉 学習したことを活用して

適切な方法を考える。

補助発問

学習したことを自己の生活と
比べたり，関連づけたりする。

自分の
経験から

図版から

実験結果
から

データ
から ステップ2，ステップ3

では，必要に応じて補助
発問 1 32 を設け，
児童が無理なく思考を進
めることができるように
しました。

考えたことを，書いたり発表したり
して伝え合う。〈対話的な学び〉

ステップ 2

「調
し ら

べる・解
か い

決
け つ

する」の特徴
課題の解決に向けて，
情報を集めたり，調べたり，
話し合ったりする活動です。

ステップ 3

「深
ふ か

める・伝
つ た

える」の特徴
ここまで学習したことをもとに考え，
筋道を立てて説明をする活動です。
深い学びを実現します。

キャラクターの発言が児童の思考を
手助けします。
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A4判で記入欄を拡大　思考・判断・
表現を促し，学びの記録を教科書に

3つの特色を
具現化する
ための工夫
2

▲3・4年p.14

▲3・4年p.36

▲5・6年p.28

▲5・6年p.66

　「新しい保健」は，A4判を採用し，大判化を図りました。
天地が40mm大きくなったことで，次のことが可能になりました。

❶ 記入欄の拡大（→本書10〜12ページ紙面サンプル参照）

教科書に思考・判断したことを表現し，学びをふり返ることができるようにしました。
学びの記録は評価の手がかりにもなります。

A4判のメリット

用紙の軽量化

�　筆記特性（書きやすさ）が高く，耐久性に優れ，軽量な紙を開発し，
使用しました。重量による身体的負担の軽減に配慮しました。

　（　）に言葉を記入しながら，学習の要
点をまとめます。

の活動1

の活動1
　示された言葉を使って文章を作成した
り，問いに答えたりしながら，学習の要
点をまとめます。

　学習したことを自己の生活と比べたり，
関連づけたりして，これからの生活に生
かすことを考えます。

の活動 2

の活動 2
　学習したことを自己の生活と比べたり，
関連づけたりして，これからの生活に生
かすことを，具体的に考えます。

ステップ4の最後に，
次の学習の内容の予告と，
それまでにしておくとよい
ことを示しています。

教科書に書き込
めるのでノート
が不要です。

書き込みしやす
い用紙を使って
います。

3・4年

5・6年

大判化

+40mm▼平成27年度 「新編 新しい保健 3・4年」

▼2年度 「新しい保健 3・4年」

従来と同じ

AB判
210×257mm

A4判
210×297mm

ステップ1では，写真やイラストをダイナミックに用いて，児童の主体的な学びを
促すことができるようにしました。

❷ ステップ1のダイナミックな導入（→本書9ページ紙面サンプル参照）

活動場面（ステップ1〜4）と本文を明確に区別するとともに，学習順序が分かりや
すいようにレイアウトしました。

❸ 特別支援教育に配慮した見やすい紙面（→本書18ページ参照）

ステップ 4

「まとめる・生かす」の特徴
学習したことをまとめ，自分の生活や今後
の学習に生かすための活動です。保健の
見方・考え方を整理する場でもあります。

ワークシートを用意
しなくても，授業の
まとめをすることが
できます。
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